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本稿の目的は，多様なインターンシップ経験がインターンシップの効果に及ぼす影響を明
らかにすることである。本目的を達成するため，本稿では 3 つの分析を行った。第 1 に，
インターンシップの参加有無がインターンシップの複数の効果に及ぼす影響である。第 2
に，社数・期間に代表されるインターンシップの「参加パターン」が，インターンシップ
の効果に及ぼす影響である。第 3 に，オンライン・対面というインターンシップの「参加
形態」が，インターンシップの効果に及ぼす影響である。以上の分析から得られた知見・
示唆は大きく 3 つある。第 1 に，インターンシップの参加は，文系学生の「キャリアの焦
点化（自分の将来・キャリアがより明確になること）」を促進する効果があることが確認
された。第 2 に，近年の大学生のインターンシップ参加パターンとして「短期間のイン
ターンシップに少数参加」と「長期間を含むインターンシップに多数参加」が多く，両者
で全体の 6 割以上を占めていた。また，文系学生の「キャリアの焦点化」を促進するため
には，インターンシップの「期間」よりも「社数」の方が重要であることが示唆された。
第 3 に，オンライン・対面というインターンシップの参加形態は，「キャリアの焦点化」
に有意な影響を与えないことが確認された。本稿の結果から，対面形式でのインターン
シップ率が上昇するほど，インターンシップの効果が高まるという関係は確認されなかっ
た。逆に，理系では対面形式のインターンシップ率が 50％を超えると，「キャリアの焦点
化」が抑制される効果が確認された。
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Ⅰ　問題の所在

　本稿の目的は，大学生 1）の多様なインターン
シップ経験がインターンシップの効果に及ぼす影
響を探索的に明らかにすることである。具体的に
は，以下の 3 点について分析を行う。第 1 に，2
時点のパネルデータを使用してインターンシップ
の参加有無がインターンシップの複数の効果に及
ぼす影響を確認する。第 2 に，社数・期間に代表
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されるインターンシップの「参加パターン 2）」
が，インターンシップの効果に及ぼす影響を明ら
かにする。第 3 に，オンライン・対面形式による
インターンシップの「参加形態」が，インターン
シップの効果に与える影響を検証する。以上の 3
点について文系・理系それぞれの効果を確認し，
多様なインターンシップ経験と効果の関係を明ら
かにすることが，本稿の最終目的である。
　文部科学省（2020）によると，インターンシッ
プを単位認定する大学は増加傾向にあり，2020 年
現在 786 校（大学院 642 校）となっている。また，
大学生向け就職情報サイトを運営する株式会社マ
イナビの調査によれば，2022 年卒学生のインター
ンシップ参加率は 84.5%，平均参加社数は 5.1 社
となっている（マイナビ 2021a）。同様の調査を
行っている株式会社リクルート就職みらい研究所
の調査においても，2021 年卒学生のインターン
シップ参加率は 70.8%，平均参加社数は 5.79 社と
なっており，増加傾向にある（リクルート 2021 
a）。調査によって数値の差異はあるものの，行政
機関，民間企業どちらの調査結果からも，近年，
大学生のインターンシップ活動が活発化している
ことが確認できる。
　また，より重要な点は，インターンシップが大
学生の最終的な進路決定や企業の採用活動に及ぼ
す影響が拡大している点である。上記のリクルー
ト就職みらい研究所が発行する「就職白書 2021」
によると，インターンシップ参加企業に入社する
学生が 39.5％，インターンシップ参加企業と同業
種に入社する学生が 25.3% 存在することが報告さ
れている（リクルート 2021a）。つまり，インター
ンシップに参加した大学生の 6 割以上が，イン
ターンシップと関連する業界・企業に入社予定と
いうことである。また，企業側に対する同調査に
おいても，「自社の内定者の中にインターンシッ
プ参加者がいた」と回答した企業が 82.5% に達し
ている。3 年前の調査時よりも 10 ポイント以上増
加しており，インターンシップが大学生の進路決
定や企業の採用活動に及ぼす影響が拡大している
ことが確認できる。
　以上のようなインターンシップ活動の高まりの
中，わが国においても高良・金城（2001），佐藤・

堀・堀田（2006），楠奥（2006），真鍋（2010），亀
野（2011），古田（2010，2014），平野（2015），佐藤・
梅崎（2015）など，インターンシップに関する有
益な研究が積み重ねられてきた。しかしながら，
インターンシップ経験やその効果に関する実証研
究については，少なくとも 3 つの分析上の課題が
残されている。第 1 に，先行研究の多くは 1 時点
のデータを使用しており，インターンシップ経験
とその効果の因果関係を推定することが困難な点
である。第 2 に，分析対象が特定の大学・企業の
インターンシップ参加者に限られており，分析結
果を一般化することが困難な点である。第 3 に，
先行研究の多くはインターンシッププログラムの
内容による効果の違いなど「企業要因」に注目し
ており，文系・理系，インターンシップの参加パ
ターンなど，学生側の「個人要因」に注目してい
る研究は少ない点である。
　以上の課題点を解決するためには，少なくとも
2 時点以上のデータを使用し，特定の大学・企業
に偏らないサンプルを分析する必要がある。ま
た，大学生活や学習内容の違いを鑑みると，大学
群だけでなく，文系・理系などの個人要因による
違いも検証が必要である。さらに，参加社数や期
間などの「参加パターン」によってもインターン
シップから得られる効果に違いが出ることが考え
られる。それゆえ，学生の参加パターンに基づい
た分類と効果の検証が必要だろう。ただし，2020
年は新型コロナウイルス感染予防の対策としてオ
ンラインインターンシップが急速に広まった年で
もある。これにより，大学生のインターンシップ
参加状況や参加傾向も大きく変わったことが推測
される。それゆえ，本稿では参加社数・期間など
の「参加パターン」だけでなく，オンライン・対
面によるインターンシップの「参加形態」が効果
に与える影響も探索的に分析する。
　次節では，はじめにインターンシップがキャリ
ア探索行動の一形態であることを明らかにし，そ
の定義や特徴を確認する。次に，初見・梅崎・坂
爪（2021）によるインターンシップの効果につい
て，その内容を確認する。最後に，本稿の論点と
なる，インターンシップの「参加パターン（社
数・期間）」「参加形態（オンライン・対面）」「文
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系・理系」について整理し，仮説の提示を行う。

Ⅱ　先行研究と仮説

１　キャリア探索としてのインターンシップ

　初見・梅崎・坂爪（2021）でも指摘されている
ように，インターンシップはそもそもキャリア探
索行動の 1 つとして位置づけられる活動である。
Stumpf, Colarelli and Hartman（1983）は，キャリ
ア探索（career exploration）について「職業的発
達に関連する一連の探索的な行動や認知のプロセ
ス」と定義している。また，キャリア探索は，自
己について考え，評価を行う「自己探索（self-
exploration）」と，職業に関する情報を得るため
の「環境探索（environment exploration）」の 2 側
面から構成されることが指摘されている（Stumpf, 
Colarelli and Hartman 1983；Cheung and Arnold 
2014；Zhou et al. 2018）。
　わが国のインターンシップが，上記 2 側面を備
えたキャリア探索行動であることは先行研究から
も確認できる。酒井（2015）は，インターンシッ
プの実体験は，何よりも自己の「能力不足」の明
確化・認知につながることを指摘し，インターン
シップによる「自己探索」の側面を強調してい
る。また，浅海（2007）は大学生のインターン
シップ参加目的を 5 つに分類し，「自己理解・自
己信頼の探索」が参加目的として重視されていた
ことを報告している。さらに，株式会社マイナビ
による「2022 年卒大学生広報活動開始前の活動
調査」によれば，大学生のインターンシップ参加
目的として「特定の企業が自分に合うかを確かめ
るため」「自分が何をやりたいかを見つけるため」

「仕事に対する自分の適性を知るため」が，第 2
位，4 位，8 位に挙げられている（マイナビ 2021a），
これは，大学生がインターンシップを通して「自
己探索」を行っていること，その結果として，自
己の興味・職業適性への理解を深めていることを
示唆している。
　同様に，インターンシップは職業に関する情報
を得るための「環境探索」の側面も備えている。
平尾（2011）は，インターンシップ経験が就職活

動に及ぼす影響を調査し，参加学生の回答結果と
して「志望する業界・企業への理解が深まった」
が最も多かったこと（参加者の 50％）を報告して
いる。また，前述の株式会社マイナビによる調査
においても「特定の企業のことをよく知るため」

「視野を広げるため」「志望企業や志望業界で働く
ことを経験するため」が，第 1 位，3 位，7 位に挙
げられている（マイナビ 2021a）。これらの事実
は，大学生がインターンシップ参加を通じて，自
分に合った業界・企業・仕事の情報を得る「環境
探索」を行っていることを示している。
　以上のように，インターンシップはその行為自
体に「自己探索」と「環境探索」を内包した活動
である。また，インターンシップをキャリア探索
の一形態として考察した場合，その活動を特徴づ
け，他のキャリア探索行動と区分する要因が 2 つ
ある。第 1 に，「在学中（青年期）に行われる活
動であること」，第 2 に，「就業体験を伴うこと」
である。以上の点を鑑みると，インターンシップ
とは，「青年期に行われる，就業体験を伴った
キャリア探索の一形態」と定義・表現することが
できる（初見・梅崎・坂爪 2021）。

　２�　キャリア探索効果としての「キャリアの焦点化」
と「キャリアの展望化」

　Ⅱ１で指摘したように，インターンシップは
キャリア探索の一形態である。このキャリア探索
としてのインターンシップ効果については，初
見・梅崎・坂爪（2018，2021）が探索的な分析を
行っている。具体的には，「インターンシップに
参加して自分の中に生まれた変化」を大学生に自
由記述形式で回答してもらい，計量テキスト分析
によってインターンシップの効果を定義・検証し
ている。分析の結果，近年のインターンシップ経
験がもたらす効果として，「キャリアの焦点化」
と「キャリアの展望化」が確認された。初見・梅
崎・坂爪（2018，2021）による各効果の定義は，以
下の通りである。

　①キャリアの焦点化
　「キャリアの焦点化」は，インターンシップを
通して「将来のキャリアについて，興味・関心が
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絞られ，明確化されること」である。この尺度の
得点が高いことは，例えば，「興味のある業界・
企業，仕事内容の絞り込みができた」「社会に出
たら達成したい，具体的な目標ができた」など，
自分のやりたいこと，将来のキャリアプランが明
確化された状態を意味する。これまで，漠然とし
たイメージでしかなかった将来像が，インターン
シップを通して具体化し，進むべき方向性やキャ
リアが定まった状態を示す。

　②キャリアの展望化
　「キャリアの展望化」は，焦点化とは正反対に，

「自らの将来のキャリアについての可能性が広が
ること」である。この尺度の得点が高いことは，
例えば，「興味のある業界・企業，仕事内容の範
囲が広がった」「社会には，私が思っている以上
に多様な選択肢があることが分かった」など，イ
ンターンシップを通して以前よりも視野が広が
り，自分自身のキャリアに新たな可能性を認識し
ていることを意味する。

　初見・梅崎・坂爪（2020）では，上記 2 つの効
果についてインターンシップ経験者と未経験者の
比較を行い，内容の信頼性・妥当性の検証を行っ
ている。分析の結果，インターンシップ未経験者
は T1（7 月）・T2（10 月）間で「キャリアの焦点
化」と「キャリアの展望化」に有意な変化が観察
されなかった。一方，インターンシップ経験者は
インターンシップ参加前後で「キャリアの焦点
化」と「キャリアの展望化」が有意もしくは有意
傾向に上昇することが確認された。さらに，重回
帰分析，ロジスティック回帰分析の結果から，

「キャリアの焦点化」は「内々定先への満足感」
に有意な影響を与え，「キャリアの展望化」は，

「内々定の有無」に有意な影響を与えることが確
認された。以上の結果から，「キャリアの焦点化」
と「キャリアの展望化」は，キャリア探索として
のインターンシップがもたらす効果の一部である
ことが推測される。本稿においても上記 2 点を近
年のインターンシップ経験から得られるインター
ンシップの効果と仮定し，以下の仮説を検証す
る。

仮説 1-1：�インターンシップ参加経験は，大学生
の「キャリアの焦点化」を高める

仮説 1-2：�インターンシップ参加経験は，大学生
の「キャリアの展望化」を高める

３　インターンシップの参加パターンによる違い

　Ⅱ２で指摘したように，キャリア探索としての
インターンシップには，将来のキャリアを明確化
する「キャリアの焦点化」と，将来のキャリアを
広げる「キャリアの展望化」の効果があることが
推測される。しかしながら，インターンシップに
含まれるどのような要因が上記 2 点の効果を喚起
するのかについては疑問が残されている。特に，
参加社数や期間などのインターンシップの「参加
パターン」がインターンシップの効果に及ぼす影
響については明らかになっていない。
　「Ⅰ　問題の所在」でも指摘したように，株式
会社マイナビが行っている「2022 年卒大学生広
報活動開始前の活動調査」によると，大学生のイ
ンターンシップ平均参加社数は 5.1 社である（マ
イナビ 2021a）。同様の調査を行っている株式会社
リクルートキャリアの「就職白書 2021」におい
ても 5.79 社であることが報告されており，平均
参加社数は近年上昇傾向にある。また，経験のあ
るインターンシップ期間は，1 日と回答した学生
が 75% となっており，文部科学省が推奨する 5
日間以上（1 週間以上 2 週間未満）のインターン
シップ経験がある学生は 11％に留まっている

（リクルート 2021b）。
　本稿においても「これまでに参加した中で最も
長いインターンシップの期間」について，後述す
る分析データを確認したところ，夏季休業明けの
10 月時点で最長期間が 1 日以下の学生が 56.9％，
1 週間以上のインターンシップ経験があると回答
した学生は 13.7％であった。また，平均参加社数
は 4.4 社 3）であった。以上の結果から，大学生の
全体傾向として「短期間のものを複数社」経験し
ている様子が窺われる。しかし，この短期かつ複
数社という参加パターンがインターンシップの効
果に及ぼす影響については必ずしも明らかになっ
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ていない。特に，いわゆる「ワンデーインターン
シップ（現在は『1day 仕事体験』）」に代表される
短期のインターンシッププログラムについては，
文部科学省（2017），日本私立大学団体連合会

（2017），日本経済団体連合会（2019）からも，そ
の内容・質保証に繰り返し懸念が示されてきた。
このような就業体験の機会・時間が十分に確保さ
れていない短期間のプログラムについては，イン
ターンシップの効果である「キャリアの焦点化」
や「キャリアの展望化」が促進されないことが予
想される。言い換えれば，インターンシップの期
間が長期になるほど，就業体験の機会・時間が増
え，その効果も高まることが考えられる。また，
参加社数についても，ごく少数の経験では職業適
性を見極めることや新たなキャリアの可能性を発
見することは困難である。換言すれば，インター
ンシップはその経験社数が多いほど，業界・企
業・仕事内容に関する知識・経験が増え，自己の
キャリアの明確化や拡大化につながることが推測
される。以上の点から，本稿ではインターンシッ
プの参加パターン（社数・期間）とインターン
シップの効果の関係について，以下の仮説を設定
する。

仮説 2：�長期かつ多数のインターンシップ経験が
あるほど，インターンシップの効果が高
まる

４　インターンシップの参加形態による違い

　2020 年は新型コロナウイルスの感染拡大によ
り，インターンシップの提供手法に多様な形態が
生まれた年である。特にインターネットを活用し
た「オンラインインターンシップ」が企業によっ
て数多く実施された。マイナビ（2021a）の「2022
年卒大学生広報活動開始前の活動調査」による
と，インターンシップ経験者の 95% がオンライ
ン形式のインターンシップを経験している。ま
た，33.9％が「参加したのはオンライン形式のイ
ンターンシップのみ」と回答している。後述する
本稿の分析データも確認したところ，オンライン
によるインターンシップ参加経験がある学生は夏
季休業明けの 10 月時点で 94.0％であった。一方，

対面形式でのインターンシップ経験がある学生は
60.9% に留まっており，対面よりもオンラインイ
ンターンシップ経験者が多いことが確認された。
　しかしながら，このオンラインインターンシッ
プについては，その効果について多くの疑問が残
されている。マイナビ（2021b）「大学生低学年の
キャリア意識調査」によると，「あなたが参加し
たインターンシップの中で，最も学びが大きかっ
たインターンシップは，どのような形式で行われ
ましたか」について，「ほぼ対面形式でのインタ
ーンシップ」が 47.9%，「ほぼオンライン形式で
のインターンシップ」が 39.6% となっており，オ
ンライン形式の方が低い。また，「今後インター
ンシップに参加する場合，どのような形式のイン
ターンシップに参加したいか」については，「主
に対面形式で行われるインターンシップ」と回答
した学生が 49.5% であった。一方，「主にオンラ
インで行われるインターンシップ」と回答した学
生は 9.6% に留まっている。さらに，リクルート

（2021a）「就職白書 2021」においても，オンライ
ン化によって企業側が伝えづらくなった情報とし
て「職場の雰囲気や組織風土（33.9％）」「人柄や
魅力（33.8％）」などが挙げられており，オンライ
ン形式への移行によるさまざまな課題が浮き彫り
になっている。
　以上の点を鑑みると，オンライン・対面という
インターンシップの参加形態によって，その効果
にも違いがあることが推測される。特に，オンラ
イン形式のインターンシップについては上記のよ
うな複数の課題点が指摘されており，現時点では
効果的なインターンシップが実施できていない可
能性が考えられる。それゆえ，本稿ではインター
ンシップの参加形態（オンライン・対面）とイン
ターンシップの効果の関係について，以下の仮説
を設定する。

仮説 3：�オンライン形式と比較した場合，対面形
式のインターンシップの方が，インター
ンシップの効果が高まる

５　文系・理系による違い

　文系と理系では就職・採用活動のやり方が異な
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るという認識は，就職活動の実証研究が増えてく
る 1990 年代以前から存在する 4）。特に理系学生
は，大学および大学院で学んだことと就職後の仕
事が専門性を介して連続性があると言われてき
た。文系のように就職後の職種が曖昧なままで採
用されるのではなく，本人が希望しない場合を除
けば，技術者という職種限定で採用されることが
多い。産学連携も多く，特定の研究室出身で専門
知識を持った学生が企業から評価されることもあ
る。これは学校推薦（研究室推薦）とも呼ばれて
いる。
　「雇用管理調査」5）（2004 年）の就職時に重視す
る項目（複数回答）は，事務職では，上から熱意・
意欲（74.0％），一般常識・教養（39.5％），理解力・
判断力（31.8％）であるが，技術職では，熱意・
意欲（66.7％）が 1 位なのは変わらないが，続い
て専門知識・技能（51.1％），健康・体力（20.2%）
が重視されている。この専門知識・技能が評価さ
れる点が理系就職・採用の特徴と言えよう。例え
ば中澤（2018）も，「理系では高等教育で学んだ
専門知識やスキルがそのまま仕事に直結するが，
人文・社会科学系では直結しない」と記してい
る。また中尾・平尾・梅崎（2021）は，自然科学
では大学入学時点の選抜度以上に，大学での学習
によって蓄積された人的資本が評価されるため，
選抜度による差異の効果が相対的に小さくなるこ
とを指摘している。
　インターンシップにおいても文系と理系では，
そもそも募集窓口が異なったり，インターンで求
められる能力が異なったりする場合がある。特に
理系は，その内容も大学での専門性を参加条件と
したもの，大学を経由したものが多い。それゆ
え，インターンシップから得られる効果について
も文系・理系で大きな差異が出ることが予想され
る。本稿では，これまで示してきた仮説について
文系・理系それぞれの効果を確認し，専門分野や
個人属性がインターンシップの効果に及ぼす影響
を検証する。

Ⅲ　方　　法

１　調査対象と手続き

　2022 年卒対象の就職情報サイト「マイナビ」
に登録する大学 3 年生ならびに大学院 1 年生を対
象とし，インターネット経由で調査を行った。第
1 回調査は，2020 年 7 月 13 日から 7 月 31 日に実
施し，第 2 回調査は，2020 年 10 月 5 日から 10 月
14 日に実施した。第 2 回調査は第 1 回調査に回
答した 4377 名を対象に実施し，このうち 784 名
から回答が得られた。
　本稿は，多様なインターンシップ経験が効果に
もたらす影響を検討するものであることから，2
回の調査双方に回答した大学生 784 名のうち，第
1 回調査時点で，インターンシップへの参加経験
のない 507 名（男性 158 名，女性 349 名）のみを分
析対象とした。対象者が所属する学校種別ならび
に文理別属性は表 1 の通りである。

２　調査項目

　初見・梅崎・坂爪（2020，2021）が開発したイ
ンターンシップ効果測定尺度（20 項目）の中か
ら，「キャリアの焦点化」と「キャリアの展望化」
を用いた。
　キャリアの焦点化の質問項目は，「将来のキャ
リアプランが明確である」「自分が本当にやりた
いことが分かっている」をはじめとする 5 項目で
構成され，キャリアの展望化の質問項目は，「興
味のある業界・企業，仕事内容の範囲が広がって
いる」「これまで知らなかった業界・企業，仕事
内容に興味が出てきた」をはじめとする 5 項目で
構成されている。いずれも，5 段階のリッカート
スケールにより測定された（「全くそう思わない」
から「強くそう思う」までの 5 段階）。

表 1　回答者の属性
（単位：人）

文理別
合計

文系 理系

学校種別
大学 305 109 414

大学院     5   88   93
合計 310 197 507
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　また，インターンシップへの参加実態を把握す
ることを目的として，以下の 4 点について，第 1
回調査・第 2 回調査双方で聞いた。まず，イン
ターシップ参加経験の有無である。選択肢は「は
い」「いいえ」の 2 択であった。次に，インター
ンシップ参加経験があると回答した者を対象とし
て，オンライン形式で実施されたインターンシッ
プへの参加社数ならびに，対面形式で実施された
インターンシップへの参加社数をそれぞれ聞いて
いる。選択肢は，「オンライン（もしくは対面）の
インターンシップには参加したことがない」と，1
社から 9 社までは 1 社刻み，それ以上については

「10 社以上」であった。最後に，参加した中で最
も長いインターンシップ期間について確認してい
る。選択肢は「半日」「1 日」「2 ～ 3 日」「1 週間
程度」「2 週間程度」「1 カ月程度」「1 カ月以上」
であった。
　統制変数としては，性別，文理系統，学校区
分，学校種別，大学所在地，ブランド大学の 6 変
数を用いた。性別は，男性＝0，女性＝1，文理系
統は，文系＝0，理系＝1，学校区分は，学部生＝
0，大学院生＝1，大学種別では，国立・公立＝0，
私立＝1 とした。なお，私立の中に通信制大学を
含めている。また，大学所在地では，企業数の多
い首都圏ならびに関西圏に該当する東京・神奈
川・千葉・埼玉・大阪・京都・兵庫＝1，それ以
外を 0 とした。ブランド大学とは，新卒採用にお
いてそれらの大学の大学生・大学院生であること
が一定のプラスの効果をもたらす大学群のことで
あり，旧帝国大学・東京工業大学・一橋大学・早
稲田大学・慶應義塾大学＝1，それ以外の大学を
0 とした。調査対象者のうち，国立大学の大学生
は 179 名，通信制を含む私立大学の大学生は 328
名であった。

　Ⅳ　結　　果

　分析に先立ち，キャリアの焦点化ならびにキャ
リアの展望化の 10 項目を用いて，第 1 回調査・
第 2 回調査それぞれにおいて，キャリアの焦点化
とキャリアの展望化の 2 因子構造とする確認的因
子分析（CFA）を行った。第 1 回調査では，適

合 度 指 標 はχ2=92.844, df=31, p<.001, GFI=.963, 
AGFI=.934, CFI=.968, RMSEA=0.061 で，GFI な
らびに AGFI は基準となる 0.9 を上回り，RMSEA
は基準となる 0.1 を下回った。第 2 回調査でも，
適合度指標はχ2=94.297, df=32, p<.001, GFI=.963, 
AGFI=.936, CFI=.968, RMSEA=0.062 で，GFI な
らびに AGFI は基準となる 0.9 を上回り，RMSEA
は基準となる 0.1 を下回った 6）。
　また，尺度の信頼性係数は，キャリアの焦点化
では，第 1 回調査でクロンバックのαが .85，第
2 回調査では .89 であった。同様にキャリアの展
望化では，第 1 回調査でクロンバックのαが .69，
第 2 回調査では .64 であった。キャリアの展望化
のα係数がやや低いが，一定水準を上回っている
と判断し，これらの尺度を用いて仮説検証を行う
こととした。
　本稿では，文系・理系それぞれで分析を行うこ
とから，第 1 回調査・第 2 回調査におけるキャリ
アの焦点化ならびにキャリアの展望化の平均値と
変化量の文系・理系間での比較を行った（表２）。
なお，キャリアの焦点化とキャリアの展望化それ
ぞれの変化量は，第 2 回調査の得点から第 1 回調
査の得点を引いて算出した。変化量の値がプラス
であることは，インターンシップへの参加経験を
通じてキャリアの焦点化ならびにキャリアの展望
化が促進されたことを意味し，逆にマイナスであ
ることは，キャリアの焦点化ならびにキャリアの
展望化が抑制された，すなわちやりたいことがわ
からなくなったり（キャリアの焦点化），興味の範
囲が狭まったり，将来の可能性が見えにくくなっ
ている（キャリアの展望化）ことを意味する。
　キャリアの焦点化の平均値は，第 1 回調査・第
2 回調査とも，理系の方が文系よりも得点が高
かった。このことから，理系の方が文系よりも
キャリアの焦点化が進んでいると言える。一方，
キャリアの展望化ならびにキャリアの焦点化・
キャリアの展望化の変化量では，文系・理系の差
は認められず，文系と理系との間で，キャリアの
展望化や，インターンシップへの参加経験を通じ
て，キャリアの焦点化やキャリアの展望化が進む
程度に違いはないことが推測される。
　第 1 回調査から第 2 回調査までの間のインター
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ンシップ参加経験の有無は，表 3 の通りである。
調 査 対 象 者 全 体 で は 85.2%（ 文 系 84.2%， 理 系
86.8%）の学生が 1 回以上インターンシップに参
加していた。参加経験の有無に文系・理系間で，
5% 水準で有意差は認められなかった（χ2＝.650, 
n.s.）。また，インターンシップ参加経験の有無を
問わず，調査対象者全体が回答した尺度の相関係
数は表 4 の通りである。
　次に仮説 1-1，1-2 の検証を行った。本検証で
は，キャリアの焦点化・展望化それぞれの変化量
を応答変数とした上で，インターンシップへの参
加経験の有無が与える影響を，調査対象者全体，

文系，理系それぞれで検証した。重回帰分析の結
果，キャリアの焦点化に対しては，全体（b=.185, 
p<.05）と文系（b=.390, p<.01）で，インターンシ
ップ参加経験がプラスの影響をもたらしたことか
ら，大学生全体でみれば，また文系の大学生・大
学院生では，インターンシップ参加経験がキャリ
アの焦点化を促進することが確認された。一方，
理系では，インターンシップ参加経験は，10% 水
準で有意傾向が認められたが，仮説とは逆の方
向，すなわち，マイナスの効果（b=-.219, p<.10）
が認められた（表 5）。このことから，理系の大学
生・大学院生では，インターンシップへの参加経

表 2　文理別キャリアの焦点化と展望化の平均値と標準偏差
合計 文系 理系

t 値
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差

T1_ キャリアの焦点化 3.13 0.84 2.95 0.86 3.41 0.73 －6.570 ***
T1_ キャリアの展望化 3.87 0.63 3.85 0.63 3.90 0.61 －0.806
T2_ キャリアの焦点化 3.23 0.91 3.07 0.92 3.48 0.83 －5.111 ***
T2_ キャリアの展望化 3.87 0.61 3.84 0.64 3.91 0.55 －1.297

変化量 _ キャリアの焦点化 0.10 0.70 0.12 0.75 0.07 0.61 0.923
変化量 _ キャリアの展望化 －0.01 0.60 －0.02 0.61 0.01 0.58 －0.432

注： *** p<.001

表 3　文理別インターンシップ参加経験の有無
（単位：人 ,（　）内％）

インターンシップ参加経験
合計

なし あり
文系 49 （15.8） 261 （84.2） 310
理系 26 （13.2） 171 （86.8） 197
合計 75 （14.8） 432 （85.2） 507

表 4　相関係数
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

1 性別
2 文理系統 －.302**
3 学校区分 －.352**    .542**
4 学校種別    .156** －.355** －.484**
5 大学所在地    .063 －.127** －.149**    .404**
6 ブランド大学 －.044    .181**    .391** －.380**    .033
7 インターンシップ参加有無 －.052    .036    .040 －.109* －.044    .111*
8 T1_ キャリアの焦点化 －.208**    .271**    .182** －.102*    .009    .020 －.006
9 T1_ キャリアの展望化 －.035    .036    .057 －.034    .024    .056    .145**    .186**
10 T2_ キャリアの焦点化 －.217**    .222**    .180** －.019    .002    .030    .061    .685**    .170**
11 T2_ キャリアの展望化 －.083    .056    .097* －.034    .014    .067    .096*    .143**    .529**    .170**
12 変化量 _ キャリアの焦点化 －.030 －.039    .014    .099* －.008    .014    .086 －.318** －.004    .473**    .048
13 変化量 _ キャリアの展望化 －.048    .019    .039    .001 －.011    .010 －.055 －.049 －.506** －.005    .464**    .053

注：1）* p<.05, ** p<.01　n=507
　　2）ダミー変数は以下の通り
　　　  性別：男性=0，女性=1　　　文理系統：文系=0，理系=1　　　学校区分：学部=0，大学院=1
　　　  学校種別：国立・公立=0，私立（通信含む）=1　　　大学所在地：その他=0，東京・神奈川・千葉・埼玉・大阪・京都・兵庫=1
　　　  ブランド大学：その他=0，ブランド大学=1　　　インターンシップ参加有無：非参加=0，参加=1
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表 5　文理別インターンシップへの参加がキャリアの焦点化に与える効果
全体

b bSE b bSE
性別 －0.074 0.077 －0.074 0.077
文理系統 －0.058 0.072 －0.050 0.072
学校区分 0.145 0.109 0.156 0.109
学校種別 0.261 ** 0.084 0.272 ** 0.084
大学所在地 －0.107 0.071 －0.104 0.071
ブランド大学 0.119 0.100 0.100 0.100
インターンシップ参加有無 0.185 * 0.087

R 2 .023 .032
F 2.000† 2.365*

文系 理系
b bSE b bSE b bSE b bSE

性別 0.045 0.107 0.045 0.105 －0.166 0.094 －0.187 † 0.095
学校区分 0.290 0.359 0.302 0.353 0.130 0.111 0.123 0.111
学校種別 0.248 * 0.118 0.300 * 0.117 0.338 ** 0.124 0.353 ** 0.124
大学所在地 －0.088 0.095 －0.082 0.094 －0.153 0.108 －0.164 0.107
ブランド大学 0.188 0.162 0.143 0.160 0.098 0.120 0.122 0.120
インターンシップ参加有無 0.390 ** 0.117 －0.219 † 0.128

R 2 .017 .052 .055 .069
F 1.058 2.771** 2.221† 2.354*

注：1）† p<.10, * p<.05, ** p<.01　全体 n=507 文系 n=310 理系 n=197
　　2）ダミー変数は以下の通り
　　　  性別：男性=0，女性=1　　文理系統：文系=0，理系=1　　学校区分：学部=0，大学院=1　　学校種別：国立・公立=0，私立（通信含む）=1
　　　  大学所在地：その他=0，東京・神奈川・千葉・埼玉・大阪・京都・兵庫=1　　ブランド大学：その他=0，ブランド大学=1
　　　  インターンシップ参加有無：非参加=0，参加=1

表 6　文理別インターンシップへの参加がキャリアの展望化に与える効果
全体

b bSE b bSE
性別 －0.007 0.067 －0.007 0.067
文理系統 －0.052 0.063 －0.056 0.063
学校区分 0.060 0.095 0.054 0.095
学校種別 0.042 0.073 0.036 0.073
大学所在地 －0.021 0.062 －0.022 0.062
ブランド大学 0.012 0.087 0.022 0.087
インターンシップ参加有無 －0.096 0.076

R 2 .004 .007
F 0.303 0.489

文系 理系
b bSE b bSE b bSE b bSE

性別 0.021 0.088 0.020 0.088 －0.115 0.091 －0.111 0.092
学校区分 0.103 0.295 0.099 0.294 －0.036 0.107 －0.035 0.107
学校種別 0.178 † 0.097 0.157 0.097 －0.153 0.119 －0.156 0.120
大学所在地 －0.018 0.078 －0.020 0.078 0.036 0.104 0.038 0.104
ブランド大学 0.074 0.133 0.092 0.133 －0.010 0.115 －0.014 0.116
インターンシップ参加有無 －0.155 0.097 0.042 0.124

R 2 .011 .020 .022 .023
F 0.700 1.007 0.877 0.746

注：1）† p<.10, * p<.05, ** p<.01　全体 n=507 文系 n=310 理系 n=197
　　2）ダミー変数は以下の通り
　　　  性別：男性=0，女性=1　　文理系統：文系=0，理系=1　　学校区分：学部=0，大学院=1　　学校種別：国立・公立=0，私立（通信含む）=1
　　　  大学所在地：その他=0，東京・神奈川・千葉・埼玉・大阪・京都・兵庫=1　　ブランド大学：その他=0，ブランド大学=1
　　　  インターンシップ参加有無：非参加=0，参加=1



日本労働研究雑誌50

験が，キャリアの焦点化を抑制する可能性が確認
された。
　次に，キャリアの展望化では，全体・文系・理
系いずれでも，インターンシップ参加経験は 10%
水準でも有意にならなかった（表 6）。これらの結
果から，インターンシップの参加は，文系の大学
生・大学院生のキャリアの焦点化を促進するが，
理系の大学生・大学院生では逆にキャリアの焦点
化を抑制する可能性があること，また，文理を問
わず，キャリアの展望化を促進する効果を持たな
いことが確認された。
　仮説 2 の検証は，仮説 1 の検証結果をふまえ，
インターンシップへの参加経験が有意傾向を含む
有意な影響をもたらした文系・理系それぞれの
キャリアの焦点化のみを対象とし，キャリアの展
望化についての検証は行わないこととした。仮説
2 の検証に先立ち，インターンシップ参加経験あ
り群 432 名を対象として，インターシップの参加
パターン（社数・期間）の実態を明らかにする。
まず，参加した中で最も期間が長いインターン
シップの日数である。参加したインターンシップ

の中で，最も長いインターンシップの日数が 1 日
以下（「1 日」と「半日」の合計）と回答した大学
生が，全体で 56.9%（文系 58.2%，理系 55.0%）と半
数を超えており，インターンシップ参加経験者の
半数以上は，1 日以下という短期間のインターン
シップの参加経験しかなかった（図 1）。なお，文
系・理系の間で，最も長いインターンシップの日
数は，5% 水準で有意差は認められなかった（χ2＝
4.139, n.s.）。
　次に，オンライン・対面型インターンシップそ
れぞれの参加社数である。はじめにオンライン型
インターンシップの参加社数について確認を行っ
た。オンライン型インターンシップに参加したこ
とがない大学生は全体で 6.0%（文系 6.1%，理系
5.8%）であったことから，インターンシップ参加
経験のある大学生の 9 割以上は，オンライン型イ
ンターンシップへの参加経験があり，逆にオンラ
イン型インターンシップに参加したことがない大
学生は非常に少数（1 割以下）だと言える（図 2）。
なお，文系・理系の間で，参加した社数に 5% 水
準で違いは認められなかった（χ2＝11.830, n.s.）。
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図 1　文理別参加した中で最も長いインターンシップの日数

図 2　文理別オンライン型インターンシップ参加社数
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　次に，対面型インターンシップの参加社数であ
る。全体の 39.1% の大学生が対面型インターン
シップに参加した経験がなかった。特に理系では
48.0% と約半数の大学生・大学院生が対面型イン
ターンシップへの参加経験がなく，文系の 33.3%
を 14.7 ポイントと大きく上回っている（図 3）。
理系では，約半数の学生が対面型インターンシッ
プに参加した経験がなく，文系と理系の間で，対
面型インターンシップへの参加経験社数には有意
差が認められた（χ2＝16.735, p<.01）。また，オン
ライン型インターンシップと比べると，全体的に
参加社数が少ないことも特徴である。インターン
シップ参加経験者はオンライン型インターンシッ
プを中心に参加し，特にその傾向は理系の大学生
で顕著だと言える。
　次に，最長のインターンシップ日数と，合計参
加社数のクロス集計を行った。本調査では，オン
ライン・対面型それぞれでの参加社数を聞いてお
り，両者を合算する形で合計参加社数を算出し
た 7）。その上で，本稿と同じ大学 3 年生ならびに
大学院 1 年生を対象としたマイナビ（2020）にお
いて，調査対象者の 2020 年 10 月時点でのイン
ターンシップ平均参加社数が 4.5 社であったこ
と，同様にリクルート就職みらい研究所（2020）
では，9 月時点で 4.03 社（文系 4.11 社，理系 3.85
社）であったことを参照し，参加社数については

「3 社以下」と「4 社以上」の 2 群に分けた。ま
た，最長のインターンシップ日数については，調
査対象者の半数以上が該当する「1 日以下」と，
それ以上となる「2 日以上」に分けて分析を行っ
た（表 7）。
　表 7 より，参加パターンで最も多かったのは，

「最長 1 日以下のインターンシップを含む 3 社以
下（短く少ない）」のインターンシップに参加した
というパターンであり，全体で 33.6%（文系 32.2%，

理系 35.7%）と最も多かった。次に多かったのは，
文系・理系とも，「最長 2 日以上のインターンシ
ップを含む 4 社以上（長く多い）」のインターンシ
ップに参加したというパターンで，全体 27.1%

（文系 29.5%，理系 23.4%）であった。なお，文系・
理系の間で有意差が認められ（χ2＝9.503, p<.05），
残差分析から，理系では「最長 2 日以上のインタ
ーンシップに 3 社以下（長く少ない）」参加すると
いうパターンが 21.6% と文系の 12.3％と比較して
有意に多いことが確認された。理系は文系より
も，期間が長いインターンシップに少数参加する
傾向があると言える。
　大学生は夏季休業中という限られた時間の中で
インターンシップに参加することから，参加パ
ターンは，「短く多い」，もしくは「長く少ない」
のいずれかのパターンに集中すると想定していた
が，分析結果は，「短く少ない」と「長く多い」
という想定とは異なる 2 パターンが多かった。こ
の傾向は特に文系で顕著であり，時間的制約の中
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図 3　文理別対面型インターンシップ参加社数

表 7　文理別インターンシップ参加パターン
（単位：人，（　）内％）

合計参加社数
合計

1 － 3 社 4 社以上

文系
1 日以下   84 （32.2）   68 （26.1）

261
2 日以上   32 （12.3）   77 （29.5）

理系
1 日以下   61 （35.7）   33 （19.3）

171
2 日以上   37 （21.6）   40 （23.4）

合計
1 日以下 145 （33.6） 101 （23.4）

432
2 日以上   69 （16.0） 117 （27.1）
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で自分にとって効果的なインターンシップ参加パ
ターンを選択するというよりは，インターンシッ
プへの積極性が大学生のインターンシップ参加パ
ターンを規定していることが推測される。
　次に，参加したインターシップの中に占める対
面インターンシップ比率について確認を行った。
対面率は，対面で実施されたインターンシップに
参加した社数を合計参加社数で割り算出した 8）。
その上で，対面率「0%（参加したインターンシップ
は全てオンライン型）」（169 名），「0.1～50％未満

（オンライン型が中心）」（165 名），「50％以上（対面
型が中心）」（98 名）の 3 区分を設定した。すでに
見てきたように，39.1％の学生が 1 度も対面型イ
ンターンシップに参加したことがなかった。ま
た，対面型インターンシップの占める割合が
0.1% 以上 50％未満の学生が，38.2％と次いで多
く，合計 77.3％と 4 分の 3 以上の学生は，オンラ
イン型のみ，もしくはオンライン型インターン
シップを中心に参加していた（図 4）。
　なお，文系・理系の間で有意差が認められた

（χ2＝9.819, p<.01）。残差分析から，理系では文系
よりも「対面率 0%」に該当する割合が高く，文
系では理系よりも「0.1～50％未満」に該当する
割合が高かった。文系・理系いずれもオンライン
型インターンシップへの参加が中心であるが，文
系では「対面型インターンシップに参加したこと
がある（が割合は低い）」タイプが多く，理系では

「対面型インターンシップには参加したことがな
い」タイプが多い，という違いが認められた。
　最後に，表 7 で示したインターンシップの 4 つ
の参加パターンごとに，対面率の違いを確認して
いく 9）。「最長 1 日以下のインターンシップを含

む 3 社以下（短く少ない）」では，65.5％と非常に
多くの大学生が，「対面率 0％」であり，オンラ
イン型インターンシップにしか参加した経験がな
かった。一方，4 社以上に該当する 2 パターン

（「最長 2 日以上のインターンシップを含む 4 社以上
（長く多い）」「最長 1 日以下のインターンシップを含
む 4 社以上（短く多い）」）では，対面比率「0.1～
50％未満」がそれぞれ 66.7％，65.3％と多かった

（図 5）。参加パターン間で対面率に有意差が認め
られたことから，参加パターンと対面率には関連
があると言える（χ2＝158.176, p<.001）。具体的に
は，参加社数が増えるにつれ，学生は対面型イン
ターンシップも選択するようになると考えられ
る。ただし，参加社数が多い場合，対面型イン
ターンシップも含まれるようになるだけであり，
基本的にはオンライン型インターンシップへの参
加が中心となる。数多くの企業のインターンシッ
プに参加しようとすると，オンライン型インター
ンシップを中心にインターンシップの参加が進む
と考えられる。
　また，参加社数が 3 社以下であっても，最長期
間が 2 日以上と比較的長期になると，「対面率
50％以上」が，43.5％と他の参加パターンより多
いことから，たとえ参加社数が少なくとも，比較
的長期のインターシップに参加した学生では対面
型を積極的に選択していると考えられる。
　以上の結果をもとに仮説 2，3 の検証を行うべ
く，インターンシップの参加パターン・参加形態
の違いが，文系のキャリアの焦点化の促進に違い
をもたらす影響を検討した。なお，参加パターン

（社数・期間）と参加形態（対面率）との間に関連
が認められたことから多重共線性を確認したが，
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図 4　文理別参加したインターンシップにおける対面型インターンシップの比率
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VIF は最大でも 2.175 であり問題はなかった。分
析の結果，文系では「参加社数 4 社以上で最長 1
日以下」（b=.316, p<.05）と「参加社数 4 社以上で
最長 2 日以上」（b=.342, p<.05）という 2 つのダ
ミー変数が，キャリアの焦点化にプラスの影響を
与えることが確認された（表 8）。すなわち，レ
ファレンスグループである「参加社数 3 社以下で

最長 1 日以下」と比べて，参加社数が多い大学生
は，キャリアの焦点化がより促進されると言え
る。一方，対面率についてのダミー変数はいずれ
も 10% 水準で有意とならなかったことから，イ
ンターンシップの参加形態（オンライン型・対面
型）による効果の違いは認められなかった。
　理系については，対面比率のダミー変数である
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図 5　参加パターン別対面率

表 8　参加パターンと参加形態によるキャリアの焦点化への効果の違い
全体

b bSE b bSE
性別 －0.078 0.076 －0.087 0.076
学校区分 0.034 0.105 0.023 0.105
学校種別 0.308 ** 0.089 0.314 *** 0.089
大学所在地 －0.142 † 0.077 －0.162 * 0.078
ブランド大学 0.110 0.104 0.110 0.106
社数と最長期間 _3 社以下で最長 2 日以上 0.006 0.105
社数と最長期間 _4 社以上で最長 1 日以下 0.254 * 0.102
社数と最長期間 _4 社以上で最長 2 日以上 0.182 † 0.101
対面率 0.1% 以上 50% 未満 －0.075 0.092
対面率 50% 以上 －0.103 0.090

R 2 .058 .128
F 2.031† 2.340*

文系 理系
b bSE b bSE b bSE b bSE

性別 0.031 0.117 0.037 0.117 －0.239 * 0.098 －0.229 * 0.098
学校区分 0.284 0.360 0.287 0.365 0.068 0.115 0.046 0.114
学校種別 0.328 ** 0.122 0.331 ** 0.122 0.263 † 0.134 0.256 † 0.132
大学所在地 －0.153 0.104 －0.152 0.105 －0.107 0.117 －0.104 0.117
ブランド大学 0.169 0.164 0.111 0.166 0.066 0.127 0.134 0.128
社数と最長期間 _3 社以下で最長 2 日以上 0.062 0.166 －0.129 0.124
社数と最長期間 _4 社以上で最長 1 日以下 0.316 * 0.142 0.063 0.143
社数と最長期間 _4 社以上で最長 2 日以上 0.342 * 0.140 －0.187 0.141
対面率 0.1% 以上 50% 未満 －0.058 0.130 －0.023 0.128
対面率 50% 以上 0.046 0.131 －0.319 ** 0.119

R 2 .031 .066 .058 .128
F 1.610 1.760† 2.031† 2.340*

注：1）† p<.10, * p<.05, ** p<.01　全体 n=432 文系 n=261 理系 n=171
　　2）ダミー変数は以下の通り
　　　  性別：男性=0，女性=1　　学校区分：学部=0，大学院=1　　学校種別：国立・公立=0，私立（通信含む）=1
　　　  大学所在地：その他=0，東京・神奈川・千葉・埼玉・大阪・京都・兵庫=1　　ブランド大学：その他=0，ブランド大学=1
　　3）社数と最長期間ダミーの基準は，3 社以下で最長 1 日以下　　対面率ダミーの基準は，対面率 0%
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「対面率 50% 以上（b=-.319, p<.01）」がマイナスの
影響を与えていることが確認された（表８）。す
なわち，レファレンスグループである「対面率
0%」の学生と比べて，「対面率 50% 以上」の学
生は，インターンシップへの参加を通じてキャリ
アの焦点化が抑制されたと言える。一方，参加社
数ならびに最長日数に関するダミー変数はいずれ
も 10% 水準で有意とならなかったことから，文
系とは異なり，参加パターンによる効果の違いは
認められなかった。

　Ⅴ　考　　察

　本稿の分析から明らかになった大学生のイン
ターンシップ参加の特徴は以下の 3 点である。ま
ず，「短期・オンライン型」インターンシップへ
の参加が中心であった。インターンシップ参加経
験のある大学生の半数以上となる 56.9%（文系
58.2%，理系 55.0%）は，1 日以下という短期間のイ
ンターンシップの参加経験しかなく，9 割を超え
る 94.0%（文系 93.9%，理系 94.2%）の大学生がオン
ライン型インターンシップへの参加経験があっ
た。対面型インターンシップへの参加経験として
は，理系では「対面型インターンシップには参加
したことがない」タイプ（48.0%）が最も多く，
文系では「対面型インターンシップに参加したこ
とがある（ただし対面率は 0.1 以上 50% 未満と低
い）」タイプ（42.9%）が最も多かった。
　インターンシップ参加パターンは事前の予想と
は異なり，「短期間のインターンシップに少数参
加」と「長期間を含むインターンシップに多数参
加」に該当する大学生が多かった。インターン
シップに積極的な群では，期間の長いインターン
シップを含む多くのインターンシップに参加する
など，より多くの時間をインターンシップに投入
し，逆に積極的でない群はインターンシップにあ
まり時間を投入しておらず，大学生のインターン
シップへの積極性のばらつきが大きいことが窺わ
れる。ただし，インターンシップの中には，選考
通過者のみ参加可能なインターンシップもあるこ
とから，大学生の積極性だけが参加パターンを規
定するわけではないことに留意が必要である。ま

た，参加パターンは対面率と相関することが確認
された。参加社数が多いと，大学生はオンライン
型インターンシップを軸としつつも対面型イン
ターンシップにも参加する傾向がある。また，参
加社数が少なくとも，長期のインターシップに参
加した大学生では対面型を積極的に選択している
と考えられる。
　次に，分析結果に基づく仮説の支持・不支持を
確認する。インターンシップに参加することは，
文系の大学生のキャリアの焦点化を促進するが，
理系の大学生では，仮説とは逆にキャリアの焦点
化を抑制するという結果となった。これにより，
仮説 1-1 は部分的に支持された。一方，キャリア
の展望化に対しては文系・理系とも影響を与えな
かったことから，仮説 1-2 は支持されなかった。
　インターンシップ参加経験者のみを対象とした
分析からは，文系の大学生では，インターンシッ
プの最長期間にかかわらず，数多くのインターン
シップに参加することがキャリアの焦点化を促進
することが明らかになった。換言すれば，文系学
生のインターンシップ効果を高めていくために
は，「期間」よりも「社数」の方が重要であるこ
とが推測される。一方，理系の学生では，最長期
間ならびに参加社数はキャリアの焦点化に影響を
与えなかった。以上の結果から，仮説 2 は部分的
に支持された。また，オンライン・対面というイ
ンターンシップの参加形態については，文系では
参加したインターンシップに占める対面率がキャ
リアの焦点化に影響を与えることはなく，理系の
学生では，仮説とは異なり，参加したインターン
シップに占める対面率が 50% 以上と高い場合に
キャリアの焦点化が抑制されたことから，仮説 3
は支持されなかった。最後に，文系・理系の比較
では，上記でも指摘してきたように，効果の有無
やその方向性（キャリアの焦点化を促進もしくは抑
制）に差異が確認された。これにより，文系・理
系という個人属性がインターンシップ経験から得
られる効果に差異をもたらすことが確認された。
　以上で指摘してきたように，本稿では当初の仮
説とは異なる結果が複数確認された。特にオンラ
イン・対面というインターンシップの参加形態に
ついては，対面型インターンシップの方がイン
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ターンシップの効果をより高めると仮説を立てた
が，有意な結果は得られなかった。言い換えれ
ば，オンライン・対面という参加形態は，イン
ターンシップの効果に有意な差をもたらさないと
いうことである。このような結果の背景について
はさまざまな解釈が考えられる。例えば，杉谷

（2008）は，多重情報処理モデルから，感情に代
表される非言語的な手掛かりが少ないコミュニ
ケーションの方が，メッセージが効率的に伝達さ
れることを実証研究から明らかにしている。つま
り，対面型インターンシップのような豊富に非言
語的情報（感情表現やジェスチャーなど）が含まれ
るコミュニケーションでは，そちらの情報処理に
リソースが割かれてしまい，重要な事実やメッ
セージの情報伝達度はむしろ下がってしまうとい
うことである。逆に，オンライン型インターン
シップのような非言語的情報が対面に比べて少な
いコミュニケーションでは，重要な事実やメッ
セージ，資料の理解に情報処理のリソースをより
多く割くことができるため，情報の伝達度が高ま
る。またその結果として，対面形式と比較しても
遜色のない経験や効果が得られている可能性が考
えられる。
　しかしながら，オンライン・対面の効果の差に
ついては，2 つの理由から本稿の結果のみで判断
することは困難である。第 1 に，2020 年という年
の特殊性である。本稿冒頭で述べたように，2020
年は新型コロナウイルス感染予防の対策としてオ
ンラインインターンシップが急速に広まった。具
体的には，2020 年 4 月 7 日に政府による緊急事態
宣言が発出され，同月 16 日には対象が全国に拡
大されている。このような状況の中，多くの企業
はそれまで準備していたインターンシッププログ
ラムを中止，もしくは早急にオンライン形式に変
更することを余儀なくされている。そして，オン
ライン形式に変更した企業では，グループワー
ク，職場見学，社員座談会，就業体験など，対面
で行う予定だったプログラムを短期間かつ意図に
反してオンライン化したケースが相当数あったこ
とが推測される。つまり，2020 年に行われた対面
型インターンシップは全面的かつ積極的に行われ
たものではなく，対面で行われた時間も当初の企

画より著しく短くなっていたと考えられる。その
結果，対面型インターンシップの強みや特徴が活
かされず，本来の効果が発揮されなかったことが
推測される。
　第 2 に，大学生の多くが対面型インターンシッ
プを支持している点である。株式会社マイナビが
主催する「学生が選ぶインターンシップアワー
ド 10）」の調査結果では，オンライン・対面両方
のインターンシップ経験がある大学生の 64.1％

（2773 名）が，「インターンシップは対面（オフラ
イン）で行った方が良い」「どちらかと言えば，
インターンシップは対面（オフライン）で行った
方が良い」と回答している。一方，「インターン
シップはオンラインで行った方が良い」「どちら
かと言えば，インターンシップはオンラインで
行った方が良い」と回答した学生は，10.3%（444
名）であった。また，マイナビ（2021b）「大学生 
低学年のキャリア意識調査」においても，最も学
びが大きかったインターンシップの形態として対
面形式が支持されている。これらの背景について
は今後丁寧な分類や分析が必要であるが，オンラ
イン・対面両方のインターンシップを体験した大
学生の 6 割以上が対面型インターンシップを支持
している事実は留意すべきである。以上の点を鑑
みると，オンライン・対面の効果の差について
は，本稿だけでなく，複数年・複数サンプルによ
る精緻な分析が必要である。
　最後は，インターンシップ経験が理系学生の
キャリアの焦点化を抑制する点である。本稿の結
果から，有意傾向ではあるものの，インターン
シップへの参加が理系学生のキャリアの焦点化を
抑制する効果が確認された。本結果の背景につい
ても多様な解釈が考えられるが，1 つの視点は

「大学の学習と就職後の仕事の連続性」である。
Ⅱ 5でも述べたように，一般に理系学生は大学・
大学院で学んだ内容と就職後の仕事に連続性があ
り，文系学生と比較して将来のキャリアが明確で
ある。実際，本稿においてもキャリアの焦点化は
T1・T2 共に理系学生の方が有意に高かった。し
かし，在学中から将来のキャリアが明確であるが
ゆえに，リアリティショックなどインターンシッ
プでネガティブな経験をした場合，その影響が直
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接的にマイナス方向に働いてしまうことが考えら
える。インターンシップを通して「こんなはずで
はなかった」「この分野の学習を何年間もしてき
たのに，思っていたような仕事ではなかった」と
感じる学生もいるだろう。一方，文系は理系ほど
大学の学習と就職後の仕事に連続性がない。それ
ゆえ，インターンシップでネガティブな経験をし
たとしても，「それなら別の業界・仕事を見てみ
よう」「自分に合わないことが分かって，むしろ
進むべき方向性が見えてきた」と肯定的に捉えら
れる可能性がある。つまり，文系はインターン
シップの多様な経験を肯定的に解釈できる余地が
大きい一方，理系は大学の学習と就職後の仕事の
連続性が極めて強いため，ネガティブな経験に対
する解釈の余地が小さく，幻滅体験がそのまま
キャリアの焦点化の低下に繫がりやすい（イン
ターンシップの参加によって，かえって将来が曖昧
になってしまう）ことが考えられる。対面率が
50% を超えると理系のキャリアの焦点化が有意
に低下する点も，対面による実務に近い体験がリ
アリティショックを喚起しやすいことが背景にあ
るのかもしれない。本件については推測も多分に
含まれており，軽々に判断することはできない。
しかし，文系・理系で逆方向の効果が出ている点
は興味深い事実である。また，本結果はインター
ンシップ研究における個人属性の重要性を示唆す
るものである。今後は少なくとも文系・理系など
の個人属性にも注目し，各人の置かれた学習環境
や仕事への連続性を踏まえた上で，インターン
シップの効果を分析する必要があるだろう。
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  1）本稿では特別の記述が必要な場合を除き，「大学生」という
表記の中に大学院生も含め，表記の簡便性を図る。

  2）本稿では大学生のインターンシップ参加経験について，「参
加社数・期間」を「参加パターン」，「オンライン・対面形式」
を「参加形態」に区別し，それぞれの効果を検証していく。

  3）オンライン・対面のインターンシップ参加社数を足し上げ
て算出した。ただし，10 社以上の参加については，調査時に

「10 社以上」という選択肢を選んでいるため，正確な参加社
数は不明である。本稿では 10 社として計算したが，実際の平
均参加社数は 4.4 社以上になる可能性がある。

  4）就職活動については，尾崎（1967a, b）などの文献もある
が，これらは大学の就職支援者による歴史的な文献である。
就職活動の実証研究としては，苅谷編（1995）が早い段階で
の調査報告書と言えよう。

  5）「雇用管理調査」は 2004 年に廃止されているので，最新調
査は存在しない。

  6）第 1 回調査・第 2 回調査とも 2 組の誤差変数間に共分散を
設定した。

  7）オンライン型と対面型それぞれの参加社数を合算すること
には，オンライン型と対面型双方を含むハイブリッド型のイ
ンターンシップに参加した学生の参加社数が，本来 1 社であ
るにもかかわらず 2 社にカウントされてしまうことから，ハ
イブリッド型のインターンシップに参加した学生の合計参加
社数が実際よりも多くカウントされてしまう問題点がある。
また，参加社数を問う質問の選択肢では，「10 社以上」を 1
つの選択肢としているため，参加社数が非常に多い学生の正
確な参加社数は不明となる。

  8）対面率の算出は合計参加社数を用いていることから，ハイ
ブリッド型のインターンシップへの参加経験のある大学生の
対面率が，ハイブリッド型ではない対面型のインターンシッ
プへの参加経験のある大学生の対面率よりも低くなるという
問題点がある。

  9）本来であれば，文系・理系それぞれで結果を示すことが望
ましいが，サンプル数が限られ，1 つのセルあたりの人数が非
常に小さくなることから，ここでは文系・理系を合計した形
で結果を示す。

10）「学生が選ぶインターンシップアワード」は，株式会社マイ
ナビが主催する学生の社会的・職業的自立に貢献したイン
ターンシッププログラムを表彰する制度である。2021 年現在，
経済産業省・厚生労働省・文部科学省・日本経済新聞社が後
援を行っている。
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